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地域と共に成長する大学

大阪学院大学では、

地域社会に開かれた高等研究機関として

地域連携・社会貢献活動に力を入れています。

その中でも、吹田の地域ブランドである

なにわの伝統野菜「吹田くわい」の保護および普及活動と、

持続可能でより良い世界を目指す国際目標の

「SDGs」における本学の活動をご紹介します。



苗植え付け作業 

本学では吹田の伝統的な農産物「吹田くわい」について学ぶため、
吹田市農業復興研究協議会会長の平野紘一さんが保有する「平
野農園」にて「吹田くわい」の苗植え作業を行いました。平野
さんから「長い根を束ねてから土に植える」など、植え付け方
法について説明を受けながら作業をしました。

吹田くわいの保護および普及活動

吹田くわいとは?

大阪学院大学では地域社会および生物多様性の保全を通じて環境に貢献するため、
吹田が誇る伝統野菜の「吹田くわい」の保護および普及活動を2008年から行っています。

5 月
中旬

吹田くわい献上行列

「吹田くわい」はかつて江戸時代に京都御所へ献上されていました。吹田まつり（2021 年からは吹田フェスタに
名称変更）ではその場面を再現すべく、吹田くわい保存会と協力し、学生たちは当時の衣装を身にまとい神輿を担
ぎながら行列をつくりました。  ※2020年度は開催されませんでした。

7月
下旬

収穫作業

春に植えた「吹田くわい」を掘り起こしました。
「吹田くわい」は一般のくわいに比べると小粒であり、見つけるのに
一苦労です。鍬を持って掘り起こす人、掘り起こした土の中から
「吹田くわい」を見つける人に分かれながら、みんなで「吹田くわい」
を探しました。

オモダカという植物が進化して出来た植物です。
小粒で独特のほろ苦さの中にうまみがあります。
戦後復興期から高度経済成長期にかけて農地の宅
地転用と農薬利用による農業の効率化により、近
年まで一般での吹田くわいの栽培はほとんど見当
たらず、地域のごく一部の人々の手によってかろ
うじて守られてきました。

1 1 月
中旬

吹田くわい祭り

本学における「吹田くわい」の保護および普及活動の集大成となる「吹田くわい祭り」では、秋に収穫した吹田くわい
をはじめ、平野農園でとれた有機野菜の販売、和食料理「じょう崎」（JR 吹田駅すぐ）による弁当の販売を行いました。
2020 年の開催では、吹田市制施行 80 周年記念大学主催事業としてこの「吹田くわい祭り」を開催するとともに、
本学および併設高等学校吹奏楽部が吹田市のプロモーション楽曲※「Home Suita Home」を演奏し、吹田市長 後藤
圭二様にもお越しいただきました。

1 1 月
下旬

京都御所で行われていた献上行列を
「吹田まつり」のパレードで再現。
学生たちは貴重な体験を楽しみました。

ボランティアで集まった学生たちは、
慣れない作業に悪戦苦闘しながらも、
夢中で植え付け作業を満喫しました。

本学学生が中心となって企画している「吹田くわい祭り」
2020年度は新型コロナウイルス感染防止に
充分に留意し開催しました。

「傷つけないように、そっと、そっと」と
声を掛け合いがら、くわで畑を掘り返し、
収穫の喜びを味わいました。

環境およびSDGsに関する

社会貢献活動

大阪学院大学の

※「Home Suita Home（ホーム スイタ ホーム）」は市制施行 80 周年を契機として、
    吹田市出身のヴァイオリニスト、葉加瀬太郎さんが制作した吹田市のプロモーション楽曲。



SDGsへの取り組み

SDGs とは…持続可能な開発のための国際目標であり、17のグローバル目標と169のターゲット（達成基準）から構成されています。
授業や社会貢献活動の中で SDGsについて学ぶことで、2030年までに達成するための課題を見つけ、解決策を考え行動する実践的な人材の育成を目的としています。

大阪学院大学Presents
『チーム 　ランニングクリニック』

東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会の応援プログラムの一環として、シドニーオリンピック金メダリストの
高橋尚子氏（本学特任教授）が講師を務める、「大阪学院大学 Presents『チーム Q ランニングクリニック』」を開催しまし
た。 同クリニックは、吹田市教育委員会の「夢と希望を広げる出会い事業」の一環として、同教育委員会との共催により、
吹田市の中学生を対象として行いました。

国立研究開発法人 国立循環器病研究センターならびに株式会社フィリップス・ジャパンにご協力いただき、経営学
部ホスピタリティ経営学科の学生を対象に AED 講習会を開催しました。本学は、健都に隣接する教育機関として、
同センターと同社との連携によりファーストレスポンダーの育成等に取り組むことで、キャンパス近隣で進行する
健康・医療のまちづくりに貢献していきます。

教職員をはじめ、ボランティア部・
※ユニバーシティクラブ・経営学部ホ
スピタリティ経営学科のゼミナールが
同団体として認定されており、定期的
に大学周辺や駅前の清掃活動等を実施
しています。これらの活動が評価され、
2019 年 6 月に吹田市から「令和元年
度 吹田市環境表彰」を受賞しました。

2020

2 1 1

国立循環器病研究センターと
フィリップス・ジャパンによる　　 講習会

経営学部ホスピタリティ経営学科の森重ゼミナールⅣが SDGs の取り組みについて調査し、世界の共通目標はホス
ピタリティとも深くかかわる内容が多いことがわかりました。より多くの人に SDGs のことを伝えていくため、「古
着回収～ SDGs の取り組み～」を企画し、学生・教員・職員から回収した古着を公益財団法人日本ユニセフ協会へ
寄付しました。

1 1

環境美化推進団体としての活動年中
実施

<森重ゼミナールⅣイベント>
           とホスピタリティ

2020

2020

151

12 24

2021

1 14
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Q AED

SDGs
（2020年度は休止中）

※本学が強化支援クラブとして認定している
　9団体のクラブ（ゴルフ部、サッカー部、
　陸上競技部など）


